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グローバル大気データベース

（京大databaseサーバー）

電脳可視化実験サーバー

（davisサーバー）



グローバル大気データベース

（京大databaseサーバー）

ほとんどのデータを

NetCDF 形式で配布

OpenDAP 3.9.3を運用

データは毎日定時に

自動更新＆自動変換



GSM,RSM,MSM,…

期間: 2002/05 〜

データ形式: grib2など

1日分のオリジナルデータの初期値を連ね、

その間を直前の初期値からの予報値で埋めることで再構成。

初 予



マシンの構成
database davis

本体HDD 300GB 146GBx2 （raid1）

搭載メモリ 6G 8G

OS Debian 5.0.9(lenny) Debian 6.0.4(squeeze)

jmadata 9.8TB

NCEP 0.9TBera40 1.4TB

consortium 25.5TB

consortiumデータについては大塚さんから話題提供

database

davis

1日1回cronでdatabase→davisへバックアップ

 gvpだけで年2TBほど増える
 実質的な空容量は共に17TB

2012/03/02現在

計15TB

計40TB

外付けRAID



電脳可視化実験サーバー

（davisサーバー）



みんなのGfdnavi
 apache2 + 

fastCGIで運用

NetCDF化したGPVと

NCEPデータを公開



サーバー管理体制

  設置場所: 京大宇治キャンパス

  root管理者: 

 database: 塩谷、神代、西本

 davis: 塩谷、堀之内、西澤、大塚、神代、西本

  来年度以降、作業を担える人が少なくなる…

  ルーチンワークは自動化されている

  アップデート、問題があったときの対処など
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